
施政方針

　前期基本計画が令和５年度で終了となることから、
復興関連の施策を盛り込んだ新たな後期基本計画を策
定しました。令和６年度からの４年間を期間とし、喫
緊の課題である災害からの復旧復興に最優先で取り組
むとともに、国のデジタル田園都市国家構想を反映し
た総合戦略を包含し、市長選挙で示した公約について
も各施策に織り込んで策定しています。

総合計画後期基本計画

計画策定関連

　都市計画マスタープランの一部と位置付けられてい
る同計画では、緩やかな居住誘導と都市機能誘導によ
り、生活サービスを集積させながらサービスを維持し、
持続可能なコンパクトシティの実現を目指すこととし
ています。居住誘導地域であるまちなかと地域拠点を
公共交通で結ぶことで、市全域の生活利便性を高めま
す。

　対象地域を市内全域とし、将来人口や土地利用の現
状を踏まえながら、20 年後の都市開発動向をも見据
えた長期の計画として策定します。基本理念である「み
んなで創る魅力あふれる定住都市　美しき千年都市ひ
とよし」を実現するために、本市の特性や今後の社会
情勢などを加味しながら、未来に向けた魅力的な定住
都市の実現を図ります。

都市計画マスタープラン

立地適正化計画

　有識者やまちづくりの専門家などで構成する人吉市
復興デザイン会議を立ち上げ、にぎわいや交流文化拠
点の創出、まちなかの回遊性の強化などについて社会
実験などを行いながら、まちなかが目指す姿を実現す
るための取り組みを公民連携のもと進めていきます。

　被害の大きかった中心市街地地区、青井地区、麓・
老神地区が連携したまちなかの将来ビジョンとして定
めている人吉市まちなかグランドデザインについて、
構想を早期に具現化し、スピード感をもって取り組む
ため、推進方針の策定を進めています。

まちなかグランドデザイン推進方針の策定 人吉市復興デザイン会議を立ち上げ
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